
事 業 計 画 書  

(1)管理運営に当たっての基本方針 

記載項目 記  入  欄 

(1)施設の管理運営を

行なうに当たって

の基本方針 

（聖徳園の基本姿勢） 

・ 財務基盤の安定を図る 

・ 人権を尊重する 

・ 法令を遵守する 

・ 人材を育成する 

（聖徳園の経営方針） 

・ 常に業務の改善により前進します 

（聖徳園の事業所基本姿勢） 

・ 安全を確保する 

・ 地域公益活動を行う 

・ サービスの質の向上を図る 

・ 情報の開示を行う 

・ 環境へ配慮する 

(2)法人の理念につい

て 

（聖徳園の福祉観） 

～人々の期待に応え 高い信頼を得るために～ 

・ ヒューマニズムにたって 高度な専門性を持って人のた

めにつくします 

・ 子どもの輝く成長を願い 高齢者・障がい者の良質な生

活を支えます 

・ 地域に目を向け 福祉の係わりを見つけ取り組みます 

（目的） 

・ 高齢者の方々が主体性を持って 安心して 潤いのある

生活を過ごしていただけるよう応援する 

（サービス方針） 

・ 必要なサービスから喜ばれるサービスを 



・ 心が元気になるサービスを提供する 

・ ホスピタリティーによる人間関係を築く 

（職員姿勢） 

・ スキルアップを図り 専門的サービスに努める 

・ 礼儀正しく接し その人の自尊心を大切にする 

・ 快適な生活環境を整え 事故のない安全な介護に努める

(3)法人の業務推進能

力について 

（財務力について） 

・ 年間総事業予算 50 億程度で、各事業とも堅実に運営さ

れ収支もよく、自己資本率 78. 3％と高く財務体質は極

めて健全である。 

（人材について） 

・ 福祉の人材確保は難しくなりつつあるが、関連法人に介

護福祉士養成校(大阪教育福祉専門学校)があり、人材の

確保、研究等で連携を図っている。法人には現在、正規

職員だけでも 357 人高齢者事業所だけでも 224 人の正

規職員がおり、管理職員、直接処遇職員においても人材

は豊富である。 

（サービスの品質・向上について） 

・ 豊かな社会になった今、自立支援の理念の下、福祉ニー

ズも多岐にわたり、より良質なサービスが求められてい

る。聖徳園ではこれらに応えるために、社会福祉法人の

使命を常に念頭におきながら高い専門性を発揮し、福祉

機能の充実と拡大を図り、課題に取り組んでいる。 

（ＩＳＯ９００１に基づくサービス提供） 

・ 平成１８年７月に社会福祉法人聖徳園の全ての事業を対

象にＩＳＯ９００１を取得し、計画、実行、チェック、

修正改善（ＰＤＣＡ）による業務管理、第三者評価、内

部監査による内部チェック機能、業務の標準化によるサ

ービスの一定の質の確保、効率的な組織運営の指針を基



本として、利用者の満足の向上に努めている。 

（外部評価の導入について） 

・ 公認会計士により、外部監査を定期的に実施する。 

・ 第三者評価制度により外部評価を受け、サービスの質の

向上を図る。 
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(2)管理運営について 

記載項目 記  入  欄 

(1)緊急時の対応につ

いて

（緊急時の対応） 

・ 入所者の急変、サービスの提供により事故が発生した場

合には、応急措置、医療機関への搬送等の措置を講じ、

速やかに市町村及び入所者の家族等に連絡するととも

に、再発防止対策に努めその対応について協議する。入

所者に対するサービス提供により賠償すべき事故が発生

した場合には、損害賠償を速やかに行う。 

（連携施設：あしや聖徳園） 

・ 入所者又はその家族が別の施設入所を希望し、或いは入

所者の心身の状況を勘案し、サービス担当者会議等を通

じて、別の施設入所の必要となったときは、介護老人福

祉施設あしや聖徳園と連携を図り、速やかに入所するこ

とができるように支援する。 

（協力医療機関：あしや聖徳園診療所） 

・ あしや聖徳園診療所は、養護老人ホームの協力医療機関

として、入所者の診察及び治療等に対応する。救急時等

入所者の診療の必要が生じたときは、入所者等の診療に

ついて依頼し、診察の結果、事後対応の指示を仰ぐ。 

①緊急時の連絡 

②日常的な医療的対応の相談 

③状態変化による医療的対応の相談 

④通院時の状況、結果等の情報交換 

⑤医師への連絡、調整の依頼 

⑥ターミナルケア対応の相談、調整 



(2)個人情報保護の措

置について 

（個人情報保護の措置） 

・ 業務上知り得た入所者又はその家族の秘密を保持するこ

とを厳守する。 

・ 従業者が退職した後も、正当な理由なく、業務上知り得

た入所者又はその家族の秘密を漏らすことのないよう、

必要な措置を講ず。 

・ 入所者に関する情報を提供する場合には、あらかじめ文

書により入所者の同意を得ることとする。 

・ 個人情報保護法に則し、個人情報を使用する場合、入所

者及びその家族の個人情報の利用目的を公表する。 

・ 文書やパソコン・メモリ媒体の管理については、特に厳

しく管理する。 

(3)人材確保及び人材

育成策について 

（人材の確保） 

・ 和風園の職員が継続して労働できるように再雇用の支

援を行う。 

・ 採用活動を実施するとともに、聖徳園の専門職員の異動

により、適切に支援体制を確保する。 

（人材の育成） 

【研修を企画】 

・ 人材を効果的に育成する。 

①教育ニーズの収集 

②研修の企画 

・ 日々の指導や人事考課、職員からの要望を収集、分析し、

教育のニーズを把握する。 

・ 雑誌・FAX・社協からの研修情報を日頃から収集する。

・ 階層別、職種別に年間の外部研修、施設内研修計画を立

案し、研修計画を策定する。 

【職員育成】 

・ サービスや職員の帰属意識を向上させる。 

①研修の実施 

②研修の記録 

③報告・連絡・相談の指導 



・ 内部研修を企画し、法人の職員としての教育、各専門職

の教育の講師をする。 

・ 職員に報告・連絡・相談の重要性を繰り返し伝える。 

・ 職員からの報告・連絡・相談はしっかりと耳を傾け、事

実と職員の考えを把握する。 

・ 法改正や通達の大切な部分をコピーするなどして、職員

に伝える。 

・ 職員からの報告・連絡・相談が漏れていた場合や、遅れ

た場合は指導する。 

・ 社会人としてのマナー、利用者への接遇について機会が

あるごとに指導する。 

・ 報告・連絡・相談は、事実と自分の意見とを区別し、簡

潔にまとめて行う。 

・ 事後報告を忘れない。 

・ 自らも理事長に対して、今以上に報告・連絡・相談を行

う。 

・ 何度指導しても改善しない職員については、指導の記録

をつけ、上司に報告する。 

【後継者育成】 

・ 管理職を育成し、自らも向上する。 

①権限の委譲 

②職務基準の説明 

・ 自分の仕事を徐々に直属の部下に任せ、その仕事の管理

をする。 

・ 管理職としての考え方、職務基準を繰り返し、直属の部

下に説明する。 
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(3)維持管理について 

記載項目 記  入  欄 

(1)施設管理の基本事

項について

（施設管理の基本事項について） 

・ 業者委託点検者と自主点検係の役割、設備の取り扱い、

物品・コスト管理 

・ 設備管理、修繕、物品の購入に必要な経費の確保 

（業者委託点検者と自主点検の役割） 

・ 設備の管理を行う委託業者及び自主管理者は、設備を安

全に管理する為に保守メンテナンスを行う。 

・ 施設設備の保守点検に関する責任は、以下の通り。 

◎業者との契約：理事長・施設長 

◎作業終了確認：管理係 

◎自主点検：管理係 

（設備の取り扱い、物品・コスト管理） 

・ 健全な施設経営を行う上で、不必要な経費を浪費しない

よう指導する。 

・ 部下の成長を促し、設備等の取り扱いは丁寧に適切に行

うよう指導する。 

・ 消耗品、電気、ガス、水道などのコスト管理を行い、対

策を提案すると共に、コスト意識について職員を指導す

る。 

（設備管理、修繕、物品の購入に必要な経費の確保） 

・ 必要に応じて修繕、購入等が必要なため、不測の事態に

備えて、経営基盤の安定と改善を常に目指し、健全な施

設運営を行う。 



(2)施設の維持管理の

方策について

（施設維持管理の方策について） 

・ 各種設備の効果的な活用と管理を適切に行う。 

①設備の管理 

②設備のメンテナンス 

③異常時の対応 

・ 各設備の操作方法を理解し、適切に管理、メンテナンス

を行う。 

・ 設備の異変が発生した場合は、早急に業者等へ連絡し、

対応する。 

・ 異変内容については、上司に報告し、対応する。 

・ 現在和風園で実施されている保守メンテナンスを引き継

ぎ実施する。 

(3)安全対策について （防災管理） 

・ 非常時の避難経路、連絡網について明示し、職員及び利

用者に対して説明する。 

・ 非常時持出し物品の場所を明示し、職員及び利用者に対

して説明する。 

・ 消火器・火災報知器・屋内消火栓の場所、使用方法の指

導を行う。 

・ 定期的に避難訓練を立案し、実施する。 

（非常災害対策） 

・ 非常災害時においては、入所者の安全第一を優先し、迅

速適切な対応に努める。非常災害その他緊急の事態に備

えて、防災及び避難に関する計画を作成し、従業者及び

入所者等に対し周知徹底を図るため、年２回避難、その

他必要な訓練を実施する。 

（緊急時等の対応） 

・ 施設は、現に施設サービスの提供を行っているときに、

利用者に病状の急変が生じた場合、その他必要な場合は、

速やかに主治の医師又はあらかじめ施設が定めた協力医

療機関への連絡を行うとともに、必要な措置を講じる。



（事故発生時の対応） 

・ 利用者に対する施設サービスの提供により事故が発生し

た場合は、速やかに保険者、利用者の家族に連絡を行う

とともに、必要な措置を講じる。 

・ 利用者に対する施設サービスの提供により賠償すべき事

故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。 

（苦情の対応について） 

・ 社会福祉法人聖徳園が提供するサービスに対する不満や

苦情に対しては、迅速かつ適切に対応する。 

（衛生管理等） 

・ 施設は、利用者の使用する食器その他の設備又は飲用に

供する水について、衛生的な管理に努め、又は衛生上必

要な措置を講ずるとともに、医療品及び医療用具の管理

を適正に行う。 

・ 施設は、感染症の防止、又は蔓延しないように必要な措

置を行う。 
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(4)サービスの向上について 

記載項目 記  入  欄 

(1)利用者へのサービ

ス向上の取り組み

（利用者へのサービス向上の取り組みについて） 

いかに養護老人ホームの利用者の QOL を高めていくか

が課題である。豊かな社会の中で福祉ニーズは多様化し

良質なサービスの質が求められている。 

・ 過去の生活歴や、趣味、嗜好のアセスメントに、本人の

希望、要望に基づいた個別的な生活支援をする。 

・ 生活の拠点は施設内であっても、地域を生活圏として行

動していただく。 

・ 自主的な生活をしながらも、生活に潤いあるものになる

よう応援する。 

（生活の楽しみ） 

・ 外出の機会をもうけ、季節感を持ち生活圏の拡大を促進

する。 

・ 地域やボランティアとの交流を図り、日常の中での楽し

みや刺激に繋げる。 

・ 行事やレクリエーションを企画し、生きがいづくりに努

める。 

（相談・援助） 

・ 施設は、常に入所者の心身の状況、その置かれている環

境等の的確な把握に努め、利用者又は家族に対し、その

相談に適切に応じるとともに、必要な助言その他の援助

を行う。 

・ 養護老人ホームでの生活、介護サービスの提供にあたり、

本人の状況を把握し、個別的なニーズや課題の解決に努

力する。 

・ 生活支援、買い物、代行、金銭管理、外出支援、通院介

助、レクリエーション、事故対応、苦情受付、家族支援

等を行う。 



（介護） 

・ 入所者の自立の支援及び日常生活の充実に資するよう、

入所者の心身の状況に応じて、適切な技術をもって行う。

・ 施設は、１週間に２回以上、適切な方法により、入所者

を入浴、又は清拭を支援する。 

・ 施設は、入所者に対し、その心身の状況に応じて、適切

な方法により、必要な援助、助言を行う。 

・ 施設は、入所者に対し、離床、着替え、整容等の自立支

援を適切に行う。 

（食事・栄養） 

・ 入所者の食事は、栄養並びに入所者の身体の状況及び嗜

好を考慮して、適温に配慮し、適切な時間に提供する。

・ 食事の提供は、入所者の自立の支援に配慮して行う。 

（衛生管理等） 

・ 施設は、入所者の使用する食器その他の設備又は飲用に

供する水について、衛生的な管理に努め、又は衛生上必

要な措置を講ずるとともに、医療品及び医療用具の管理

を適正に行う。 

・ 施設は、感染症の防止、又は蔓延しないように必要な措

置を行う。 

（健康管理） 

・ 施設は、入院及び治療を必要とする入所者のために、協

力病院等を定める。 

・ 日頃から健康管理に関する指導を行う。 

・ 健康状態を把握し、変化が見られる場合については適切

に対応する。 

・ 正確な対応や感染症を予防することにより、集団生活を

維持する。 



(2)市民参加及び市民

協働の取り組みに

ついて 

（市民参加と協働について） 

・ 地域に存在する社会資源としての役割を理解し、地域住

民を受け入れて交流を促進し、施設情報も発信する。 

①見学者の受付、説明、案内 

②地域の特性の理解 

③行事の案内 

④慰問、交流会の日程調整 

⑤ボランティアの受け入れ 

（地域包括支援センター、在宅介護支援センター、民生委員、

自治会等との連携） 

・ 保健・医療・福祉の各機関や民生委員、自治会とのネッ

トワークを形成し、予防的な関わり、早期発見、早期対

応に努める。 

（行政や関係機関との連絡、報告、相談） 

・ 実地指導等への対応を適切に行う。 

・ 行政や関係機関の情報収集を行う。 

・ 行政や関係機関への報告、連絡、相談を行う。 

（家族との交流） 

・ 状況に応じて家族等へ連絡し、情報を伝え、信頼関係を

構築する。 

・ 家族に入所者の情報を連絡（入退院、事故、身体、精神

状況の変化、金銭の出入状況、入所者の希望、施設の対

応方針等）する。 

・ 日常的にコミュニケーションを図る。 

・ 日常生活の様子（食事量、発熱、痛み、精神状況、通院

予定、結果等）を把握し適時伝える。 

・ 家族関係を把握し、緊急連絡先等を常に把握する。 

（各種行事の実施） 

・ 季節感の提供をすることにより、日常の中での楽しみや

刺激に繋げる。又、地域との交流、外出の機会を促進す

る。 

・ 記録は、ビデオ、写真、文書等を活用する。 



・ 入所者の行事参加状況、状態（顔色、姿勢、精神状況、

摂食状況、排泄状況、人間関係等）の観察を適切に行う。

①行事準備、企画、実施 

②行事ごとの記録 

③行事ごとに結果検討 
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(5)自主事業について 

記載項目 記  入  欄 

(1)自主事業に関する

考え方及び計画内

容

（地域支援事業計画） 

１．目的 

高齢になっても住み慣れた地域で安心して自立した生活

ができるように、健康講座、健康体操教室、栄養改善教室、

男性介護者支援、ボランティア支援、高齢者生活支援事業等

を行う。高齢者の多様なニーズに対応した福祉サービスの供

給体制の整備やニーズとサービスを適切に結びつける仕組

みづくりなど、高齢者福祉を目的とする事業の健全な発達に

努める。地域において様々な人々が交流し、助け合い連携す

ることにより、高齢者に対し、地域に即した創意と工夫を行

った福祉サービスを目指す。 

２．対象事業 

①健康講座、健康体操教室事業 

②栄養改善教室事業 

③ボランティア活動支援事業 

④高齢者生活支援事業 

３．事業内容 

（健康講座・健康体操教室事業） 

・ 理学療法士、作業療法士等が、介護予防を指導する。介

護が必要にならないように、元気で過ごすために、生活

の工夫を楽しく学ぶ。ストレッチ、バランス運動、簡易

な器具を用いた筋力トレーニング等を行う。 

（栄養改善教室事業） 

・ 独居や高齢者世帯などの方々が、低栄養や機能低下を防

ぐために、管理栄養士による栄養指導や調理実習を行

う。 

（ボランティア活動支援事業） 



・ 地域に存在する社会資源としての役割を理解し、地域住

民を受け入れて交流を促進し、施設情報も発信する。 

①見学者の受付、説明、案内 

②地域の特性の理解 

③行事の案内 

④慰問、交流会の日程調整 

⑤ボランティアの受け入れ 

（高齢者生活支援事業） 

・ ふれあいサロン事業 

高齢者が、気軽に集まり、お互いに交流を深め、生きが

いと潤いのある生活ができるよう、集いの場を提供す

る。 

・ 安心コール事業 

一人暮らしの高齢者を対象に、電話連絡による安否確認

や相談、福祉の情報提供を行うことで、不安や孤独感を

解消し、安心のある生活を営むことができるよう援助す

る。 

４．費用 

・ 各事業は、主に社会福祉法人聖徳園の理学療法士、作業

療法士、看護師、介護職員、介護支援専門員、栄養士、

医師等が講師として講座を開催する。 

・ 各事業とも、必要に応じて器材費相当分の費用を徴収す

る。 

５．地域支援事業の推進 

・ 地域支援事業の展開によって、地域に住む高齢者の交流

の拡大及びボランティア組織の育成などが図られ、高齢

者の実情や意向に沿った地域独自のふれあい事業が展

開可能となる。行政や関係機関と連携を図りながら、サ

ービスの整備、充実も図り、社会参加や世代間交流等に

も通じた地域支援事業の推進に努める。 



(2)自主事業の収支計

画について 

（収支計画について） 

健康講座・健康体操教室事業

・ 収入の部 教室の参加料として、1 回 100 円徴収する。

       12 人×年 24 回×100 円＝28,800 円 

・ 支出の部 介護予防器具購入費等 年間 28,800 円 

栄養改善教室事業 

・ 収入の部 教室の参加料として、1 回 300 円徴収する。

      7 人×年 12 回×300 円＝25,200 円 

・ 支出の部 調理材料費 年間 25,200 円 

ふれあいサロン事業 

・ 収入の部 参加費として 100 円徴収する 

       7 人×年 12 回×100 円＝8,400 円 

・ 支出の部 講師交通費等 年間 8,400 円 

安心コール事業 

・ 費用負担無し 


